
 

４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名  第４回武蔵村山市在宅医療・介護連携推進協議会 

開 催 日 時 平成２９年２月１５日（水） １９時３０分 ～２０時２０分 

開 催 場 所  市民総合センター３階 小会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

 

出席者：下田委員、小関委員、小山委員、宇津木委員、堀尾委員、高佐委

員、柳川委員、新井委員、五十嵐委員、田野倉委員、宮沢委員、

鹿取委員、内田委員、高齢・障害担当部長、管理グループ主査、

管理グループ主任 

欠席者：佐藤委員、河西委員、渡邊委員 

傍聴者：なし 

 

議 題 

 

報告事項１ 平成２８年度第３回会議録について 

報告事項２ 在宅医療・介護連携支援センターの開設について 

報告事項３ 平成２８年度第２回多職種連携研修会の実施について 

議  題１ 介護と医療連携マップの検討（内容・配布先等）について 

議  題２ 在宅医療・介護連携推進に当たっての課題について 

議  題３ その他 

 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

  介護と医療連携マップについて、在宅医療・介護連携支援センターで

も配布を行うこととなった。 

  来年度の多職種連携研修会について、次回会議で内容等を協議するこ

ととなった。 

  在宅医療・介護連携支援センターが、多職種での情報共有を図るにあ

たり、望ましいと考える会議等のメンバーについて次回提案することと

なった。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 
 開会 

 

《報告事項１ 平成２８年度第３回会議録について》 

事務局：説明 

委 員：質疑なし 

 

《報告事項２ 在宅医療・介護連携支援センターの開設について》 

事務局：説明 

委 員：質疑なし 

 

《報告事項３ 平成２８年度第２回多職種連携研修会の実施について》 

事務局：説明 

委 員：質疑なし 

 

《議題１ 介護と医療連携マップの検討（内容・配布先等）について》 

事務局：平成２８年３月に作成したマップについて、在庫が残っている。

また、平成２９年度予算でも作成費用を計上しており、在宅医

療・介護連携支援センター（連携支援センター）と連携・情報共



 

有をしながら内容を更新し、今後の作成も進めていこうと考えて

いる。内容や新たな配布先等について意見をいただきたい。 

委 員：連携支援センターにはもう配布をしているのか。 

事務局：まだ渡していないので、１００部お渡しすることにする。 

委 員：市民だけではなく、掲載されている医療機関や介護事業所にも配

布したほうが良い。 

委 員：マップを使い市民へ説明することがあるが、記号で表記されてい

るため、わかりにくい。また、別ページに医療機関等が掲載され

ているため、地図と照らし合わせるのが難しい。高齢者にもわか

りやすいものにしてほしい。 

委 員：実際にマップを使用し、市内を巡ってみたが、この地図だけで目

的地へ行くのは難しい。大体の位置を把握するものとして使用す

るのならよい。また、特に医療機関系の別ページにある凡例を確

認するのがわかりにくいと感じた。 

委 員：紙ベースのマップは掲載できる情報が限られている。ホームペー

ジ上では、更新も随時行うとのことなので、ホームページをメイ

ンとして使用し、紙ベースのマップは取っ掛かりとして使用する

ようにすればよいのではないか。 

事務局：マップ作成には来年度も予算計上をしている。各委員から様々な

意見が出たので、例えば委員の中から代表で編集委員等を選出し

作成を行っていくという方法もあるのでは。より良いものを作成

したいと考えている。 

 

《議題２ 在宅医療・介護連携推進に当たっての課題について》 

事務局：説明。 

委 員：連携支援センター長として、優先順位が高いと思うものは何か。

また、ＭＣＳを連携支援センターと共有できればと考えている。 

委 員：地域の医療・介護資源の把握が第一。特に医療関係の情報が把握

しにくいと感じているので、いろいろなところから情報を得るよ

うにしていきたい。ＭＣＳについては、今後、連携支援センタ

ー、医師会、行政の三者で検討する必要がある。 

事務局：ＭＣＳについては、今後協議を行っていく。 

委 員：市が作成した連携支援センターの周知用チラシに掲載されている

イメージ図について、修正が必要ではないかと考える。 

事務局：今後精査して、修正等を検討する。 

委 員：多職種連携研修会について、平成２９年度は何回開催を予定して

いるか。 

事務局：年２回分の予算を計上している。実施時期については、今年度と

同様、９月及び２月あたりで想定している。 

委 員：研修内容についてはどのように決定するのか。 

事務局：市、医師会、本協議会で決めたいと考えている。 

委 員：内容については、平成２９年度第１回協議会で決めれば良いので

は。 

委 員：異議なし。 

 

《議題３ その他》 

委 員：連携支援センターと地域包括支援センターで協議する場はあるの

か。 

委 員：現在は特にないので、市も参加している地域包括支援センター長

会議に参加させてもらえればと思う。また、各包括には医療職も



 

いるので、医療職と連携支援センターの情報共有を図れればと思

っている。 

委 員：月１回行われている認知症施策委員会のような場があれば良いと

思う。 

委 員：ＩＣＴ分科会についても、今後どのように運営していくのか検討

が必要と考えている。現在のように月１回開催しなくても良い

が、連携支援センターを事務局として多職種で集まれないか。 

委 員：今後ＩＣＴの方向性が不明なので、何とも言えないが検討する。 

委 員：医師やケアマネ、市が集まるのはＩＣＴ分科会くらいしかないと

思う。来月の分科会で今後を決めたいと考えている。 

委 員：多職種が集まる会議がいくつかあるが、メンバーがバラバラであ

り、情報共有が難しいと感じる。 

委 員：連携支援センターが望ましいと考える会議のメンバーについて、

次回提案させていただく。 

事務局：今年度の会議は今回で最後である。来年度は今年度と同様に年４

回を予定している。日程については、改めて通知することとす

る。 

 

 

終  了 

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：    ０人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 健康福祉部高齢福祉課（内線：６３２） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


